
カタログの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• カタログ管理について, 1 ページ

• カタログの公開, 2 ページ

• 詳細カタログの公開について, 8 ページ

• 詳細カタログの公開, 9 ページ

• カタログの表示, 11 ページ

• カタログの編集, 11 ページ

• フォルダ内のカタログの並べ替え, 17 ページ

• カタログの複製, 18 ページ

• カタログの削除, 18 ページ

• 展開するホストへのアクセス, 19 ページ

• カタログフォルダの並べ替え, 20 ページ

カタログ管理について
事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）のセルフプロビジョニングができま
す。カタログは、システム管理者またはエンドユーザによって作成されます。これは、VMがバ
インドされたクラウド名やグループ名などのパラメータを定義します。

カタログ管理に役立つものとして、Cisco UCS Directorではフォルダ内の類似カタログをグループ
化できます。カタログの作成時に、以前に作成された特定のフォルダを選択できます。オプショ

ンで、そのカタログ用に新しいフォルダを作成できます。フォルダはカタログが含まれている場

合にのみ表示されます。

[カタログ]ページの [フォルダの管理]オプションでは、次のタスクを実行できます。

Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3    
1



•フォルダの編集：ユーザが作成したフォルダの名前またはすべてのフォルダのフォルダアイ
コンを変更します。デフォルトフォルダの名前は変更できません。

•フォルダの削除：Cisco UCS Directorからフォルダを削除します。このフォルダにカタログ
が含まれていると、これらのカタログはカタログタイプに基づいてデフォルトで使用可能な

フォルダに自動的に移動されます。

デフォルトで使用可能なフォルダは削除できません。

•フォルダのリストの並び替え：フォルダが [カタログ]ページに表示される順序を変更しま
す。デフォルトでは、フォルダはアルファベット順に表示されます。

次のフォルダはデフォルトで使用可能であり、それらを編集または削除できません。

•標準

•詳細

•サービスコンテナ

• VDI

Cisco UCS Directorを最新バージョンにアップグレードした場合は、以前のバージョンで作成
されたすべてのカタログはカタログタイプに基づいて、使用可能なフォルダにデフォルトで

グループ化されます。

重要

カタログの公開

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加]ダイアログボックスで、追加するカタログタイプを選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

    Cisco UCS Director アドミニストレーションガイド、リリース 5.3
2

カタログの管理

カタログの公開



説明名前

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのタイプ。この属性の種類は次のとお

りです。

• [標準]：クラウドリストにあるイメージを
使用してVMプロビジョニングのためのカ
タログを作成する場合に使用します。

• [詳細]：カタログ項目などのオーケスト
レーションワークフローを公開する場合

に使用します。

• [サービスコンテナ]：カタログ項目として
アプリケーションコンテナを公開する場

合に使用します。

• [VDI]：カタログ項目として Xen Desktop
を公開する場合に使用します。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[選択した項目]ダイアログボックスに含まれて
いるグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しいVMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびそのほかのファイルなどの既

存のテンプレート）を選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのエンドユーザである

場合は、属しているグループに割り当てられた

イメージがこのフィールドに表示されます。

MSP管理者である場合は、ご自身のMSP組織
とMSP組織内のグループに割り当てられたイ
メージがこのフィールドに表示されます。

[イメージ]フィールド

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[Windowsライセンスプール]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、8-1ページの「ポリシーの管理」
を参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプ

がサービスコンテナである場合に表

示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用カ
タログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、カタログタイプ

が [VDI]である場合に表示されます。
（注）

[XenDesktop Catalog（XenDesktopカタログ）]
ドロップダウンリスト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選

択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成しま

す。 [新しいフォルダの追加]ダイアロ
グボックスで、フォルダ名を指定し、

そのフォルダのアイコンを選択しま

す。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される問い合

わせ先の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のOSの指定]フィールド
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説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスのアプリケー
ションのチェックボックスをオンにします。こ

れらのアプリケーションはプロビジョニング中

に VMにインストールされます。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコード。ア
プリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。 VM名のシステムポリ
シーでアプリケーションコードを使用するに

は、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 9 [次へ]をクリックします。

ステップ 10 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
RHEV KVMコネクタではサポートされていませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

[クレデンシャルのオプション]ドロップダウン
リスト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[ユーザID]フィールド
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説明名前

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 11 [次へ]をクリックします。

ステップ 12 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMのプロビジョニング後に実行されるオーケ
ストレーションワークフローを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]がオンの
場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブな

VMのカタログにかかるコスト。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[非アクティブなVMアプリケーションコスト]
フィールド

ステップ 13 [次へ]をクリックします。

ステップ 14 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。 VMへの
Webアクセスを無効にするには、このチェック
ボックスをオフにします。

[Webアクセス設定]チェックボックス
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説明名前

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にするには、
このチェックボックスをオンにします。VMへ
のリモートアクセスを無効にするには、この

チェックボックスをオフにします。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 15 [次へ]をクリックします。

ステップ 16 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 17 [送信]をクリックします。

詳細カタログの公開について
高度なカタログタイプを選択すると、エンドユーザにワークフローカタログをプロビジョニン

グできます。エンドユーザは、ワークフローを実行するサービス要求中にこれらのカタログを使

用できます。高度なカタログ項目は、グループ名、ワークフローなどのパラメータを定義するこ

とにより作成します。
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詳細カタログの公開

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 [追加]をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加]ダイアログボックスで、[カタログタイプ]ドロップダウンリストから [詳細]を
選択します。

ステップ 5 [送信]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

[基本情報]ペイン

カタログの名前。[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

[詳細]を選択します。カタログタイプ

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

を選択します。アイコンは、このカタログを使

用してサービスリクエストを作成するときに表

示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス
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説明名称

[選択]をクリックし、以下の操作を行います。

1 （任意）[すべてオン]をクリックしてすべて
のカテゴリを選択するか、または [すべてオ
フ]をクリックしてすべてのカテゴリを選択
解除します。

2 [項目の選択]ダイアログボックスで、追加す
るグループをオンにします。オンにしたグ

ループは、新しい VMをプロビジョニング
するときにこのカタログを使用できます。

3 [選択]をクリックして、カテゴリの選択を終
了します。

選択したグループ

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

このカタログを作成するフォルダを選択しま

す。

ドロップダウンリストには、すでに

利用可能なフォルダの名前が表示され

ています。利用可能なフォルダを選

択するか、+アイコンをクリックして
新しいフォルダを作成します。 [新し
いフォルダの追加]ダイアログボック
スで、フォルダ名を指定し、そのフォ

ルダのアイコンを選択します。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ]をクリックします。

ステップ 8 [vAppワークフロー]ペインで、[ワークフローの選択]をクリックします。

ステップ 9 [選択]ダイアログボックスで、使用するワークフローの横のチェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [選択]をクリックします。

ステップ 11 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 12 [送信]をクリックします。
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カタログの表示

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 表示するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [送信]をクリックします。

カタログの編集

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 編集するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [編集]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの修正]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド
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説明名前

カタログのタイプ。この属性の種類は次のとお

りです。

• [標準]：クラウドリストにあるイメージを
使用してVMプロビジョニングのためのカ
タログを作成する場合に使用します。

• [詳細]：カタログ項目などのオーケスト
レーションワークフローを公開する場合

に使用します。

• [サービスコンテナ]：カタログ項目として
アプリケーションコンテナを公開する場

合に使用します。

• [VDI]：カタログ項目として Xen Desktop
を公開する場合に使用します。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

[選択した項目]ダイアログボックスに含まれて
いるグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しいVMをプロ
ビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ]チェックボックスリスト

このカタログがエンドユーザに表示されないよ

うにするには、このチェックボックスをオフに

します。このチェックボックスをオフにしない

場合、このカタログはシステムのエンドユーザ

に表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]
チェックボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラ
ウドを選択します。

[クラウド名]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニン
グするときに使用するイメージのタイプ（イ

メージを構成するWindowsファイル、Linux
ファイル、およびそのほかのファイルなどの既

存のテンプレート）を選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成

する権限のあるグループのエンドユーザである

場合は、属しているグループに割り当てられた

イメージがこのフィールドに表示されます。

MSP管理者である場合は、ご自身のMSP組織
とMSP組織内のグループに割り当てられたイ
メージがこのフィールドに表示されます。

[イメージ]フィールド

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[Windowsライセンスプール]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、8-1ページの「ポリシーの管理」
を参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

（注）

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビ
ジョニング]チェックボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプ

がサービスコンテナである場合に表

示されます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名]ドロップダ
ウンリスト
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説明名前

Desktop Studioで設定された XenDesktop専用カ
タログのリストからテンプレートを選択しま

す。

このオプションは、カタログタイプ

が [VDI]である場合に表示されます。
（注）

[XenDesktop Catalog（XenDesktopカタログ）]
ドロップダウンリスト

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が含

まれます。使用可能なフォルダを選

択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成しま

す。 [新しいフォルダの追加]ダイアロ
グボックスで、フォルダ名を指定し、

そのフォルダのアイコンを選択しま

す。

（注）

[フォルダの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ]をクリックします。

ステップ 7 [Applications Details（アプリケーションの詳細）]ペインで、次のフィールドを編集します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ]ドロップダウンリスト

このカタログ項目を使用してサービスリクエス

トが作成されたときに通知が送信される問い合

わせ先の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレ
ス]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストー
ルされる OSのタイプを選択します。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[OSの指定]ドロップダウンリスト

[OSの指定]リストにない OS。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のOSの指定]フィールド
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説明名前

[項目の選択]ダイアログボックスのアプリケー
ションのチェックボックスをオンにします。こ

れらのアプリケーションはプロビジョニング中

に VMにインストールされます。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションの指定]チェックボックスリ
スト

[項目の選択]ダイアログボックスにないアプリ
ケーション。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[他のアプリケーションの指定]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコード。ア
プリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。 VM名のシステムポリ
シーでアプリケーションコードを使用するに

は、変数 ${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、
システムポリシーを使用してプロビジョニング

された VMの名前は vm-groupname-W2K3にな
ります。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アプリケーションコード]フィールド

ステップ 8 [次へ]をクリックします。

ステップ 9 [ユーザクレデンシャル]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル
（共有）の取得を許可するか、または禁止する

かを選択します。

[クレデンシャルのオプション]ドロップダウン
リスト

ユーザ ID。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[ユーザID]フィールド
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説明名前

ユーザのパスワード。

このオプションは、[クレデンシャル
のオプション]の下でいずれかの共有
オプションを選択した場合に表示さ

れます。

（注）

[パスワード]フィールド

ステップ 10 [次へ]をクリックします。

ステップ 11 [カスタマイズ]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMのプロビジョニング後に実行されるオーケ
ストレーションワークフローを有効にするに

は、このチェックボックスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション]
チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフロー

を選択します。

このオプションは、[プロビジョニン
グ後のカスタムアクション]がオンの
場合に表示されます。

（注）

[ワークフロー]ドロップダウンリスト

[毎時]または [毎月]を選択します。[VMアプリケーションの請求間隔]ドロップダ
ウンリスト

テンプレートに含まれているアプリケーション

のコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションのコスト]
フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブな

VMのカタログにかかるコスト。
RHEVKVMコネクタではサポートさ
れていません。

（注）

[非アクティブなVMアプリケーションコスト]
フィールド

ステップ 12 [次へ]をクリックします。

ステップ 13 [VMアクセス]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。 VMへの
Webアクセスを無効にするには、このチェック
ボックスをオフにします。

[Webアクセス設定]チェックボックス
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説明名前

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設
定]がオンの場合に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

VMへのリモートアクセスを有効にするには、
このチェックボックスをオンにします。VMへ
のリモートアクセスを無効にするには、この

チェックボックスをオフにします。

[リモートデスクトップのアクセス設定]チェッ
クボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[サーバ]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ポート]フィールド

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスク
トップのアクセス設定]がオンの場合
に表示されます。

（注）

[ラベル]フィールド

ステップ 14 [次へ]をクリックします。

ステップ 15 [サマリー]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 16 [送信]をクリックします。

フォルダ内のカタログの並べ替え
デフォルトでは、フォルダ内のカタログはアルファベット順にリストされています。これらのカ

タログの順序は並べ替えることができます。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 フォルダを展開すると、フォルダ内のカタログが表示されます。

ステップ 4 リストからカタログを選択します。

ステップ 5 [上へ移動]または [下へ移動]オプションを選択して、カタログの順序を並べ替えます。

カタログの複製
複製機能を使用してカタログ項目を複製できます。複製するカタログ項目を選択すると、[名前]
と [説明]を除く既存のすべてのプロパティが新しいカタログにコピーされます。 [名前]と [説明]
を定義した後で、他のプロパティを変更できます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 複製するカタログの名前を選択します。

ステップ 4 [複製]をクリックします。

ステップ 5 [カタログの複製]ダイアログボックスに、カタログの名前と説明を入力します。

ステップ 6 カタログの詳細を必要に応じて編集します。

ステップ 7 [送信]をクリックします。

カタログの削除
フォルダ内のすべてのカタログを削除すると、それらのカタログが保存されていたフォルダも削

除されます。ただし、デフォルトで使用可能なフォルダは削除されることはありません。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 削除するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [削除]をクリックします。

展開するホストへのアクセス
カタログ項目を選択して、展開可能なホストを評価し、除外されたホストの理由を入力できます。

この評価をすべての設定済み VDCで実行するか、または特定の VDCで実行するかを選択できま
す。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ]タブを選択します。

ステップ 3 評価する [カタログ項目]を選択します。

ステップ 4 [導入可能性に関するアセスメント]をクリックします。

ステップ 5 [VDCの選択（Select vDC）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

デフォルトでは、このチェックボックスはオン

になっています。これは、このカタログ項目が

すべてのVDCで評価されることを意味します。
特定の VDCを選択する場合は、このチェック
ボックスをオフにします。

[すべてのVDCでアセスメントを実行する（Run
Assessment Across all VDCs）]チェックボック
ス

[選択（Select）]をクリックし、カタログ項目の
評価対象とする vDCのチェックボックスをオ
ンにします。

リストには、選択されたカタログのユーザグ

ループに関連付けられたすべての vDCが表示
されます。

[vDCの選択（Select vDC）]フィールド
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ステップ 6 [送信]をクリックします。

ステップ 7 [導入可能性に関するアセスメント（Deployability Assessment）]レポートを確認した後、[閉じる
（Close）]をクリックします。

カタログフォルダの並べ替え
デフォルトでは、カタログフォルダはアルファベット順にリストされています。これらのフォル

ダの順序は並べ替えることができます。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー] > [カタログ]の順に選択します。

ステップ 2 [フォルダの管理]をクリックします。

ステップ 3 [フォルダの管理]ダイアログボックスで、矢印を使用してフォルダの順序を並べ替えます。

ステップ 4 [送信]をクリックします。
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